
令和７年度 樫原中学校ブロックの小中一貫教育

◆小中一貫教育目標（小中学校で目指す子ども像）

◆９年間の学びと育ちの構想図

№1

・樫原中学校区の児童生徒が共に活動することを通してつながりを築き、互いを思いやる心を育む
・樫原中学校と樫原小学校・松陽小学校の連携を通して学習の継続性を持ち、学力向上と学力保障を図る
・発達段階に応じた授業スタイル（個別最適化の学びと協同的な学びの両立）を確立し、主体的・対話的で深い学びにつなげる
・児童養護施設（積慶園・つばさ園）、情緒障害児短期治療施設（ももの木学園）との連携を持ち、当該児童生徒の学力保障、進路保障に
努める

人と共に生きる力 社会で共に生きる力 よりよく判断する力 自己の夢をつくりあげる力
・卒業に向けて、夢や希望を持ち、実現を目指して努力する力。

・集団や社会で自己を表現するとこのできるコミュニケーション力。

・高学年として、所属する集団や公共のために自分ができることや役割を考え、行動する力。

・自分の得意分野を伸ばし、苦手を克服しようとする学習意欲と学習実践の力。

・心身の健康を図ろうとする力。

・体験学習等を通じて、社会と自分との関わり、経済の仕組み、働くことの意義等について学ぶ力。

・家庭学習を充実させて自学自習できる力をつける。

・コミュニケーション能力の向上を図る言語力。

・社会科で、働く人たちに話を聞くことで、働くことや生きることの意味を考える力。

・生活科でおもちゃ作りをし、1年生と遊ぶことで、友達と共に活動することの楽しさを知る。

・道徳で、自分から気持ちのよいあいさつをすることを意識し、お世話になっている人にあいさつをする力。

・基礎的、基本的な知識や技能を身につける。

・卒業後の進路実現だけでなく，将来自分が就くべき職業について，多方面から検証しながら決定していくキャリアプランニング能力

・チャレンジ体験・修学旅行の事前学習や，進路学習を通じて，自分の適性を知り，自己実現を図る，自己理解や自己管理能力

・グループ学習やポスター発表を通じて得られる，コミュニケーション能力を使い，人間関係形成に生かす力

・日々の道徳や各教科等の学習活動において，課題に向き合う姿勢を育て，解決のための最良で最短の方法を模索する，課題適応

能力

・自立し，社会参画につなげられる，生き抜く力

・地域コミュニティーを大切にし，共に活躍できる協働する力
・小中交流体験事業

英語連携授業

部活動交流

共通生活目標の取

組

・修学旅行

・宿泊学習

・職業体験学習

・修学旅行

・生き方探究生き方探

究チャレンジ体験

・校外班別研修

・校外学習（地域を知

る）

・自己を認め、将来の夢のイ

メージをつくり、挑戦する。

・課題を見つけ、自ら解決す

る。

・働くことの大切さや苦労や

喜びを知り、自らを律するこ

とができる。

・身近な地域に様々な仕事が
あることを知る。
・自分の役割に興味を持つ。

・自らの考えのもとに、進路
を選択し、その実現に向け
努力する。

・自分の役割を知り、共生、

協働の意識を持って、積極

的に社会参画する。

小学１年生

小学２年生

小学３年生

小学４年生

小学５年生

小学６年生

中学１年生

中学２年生

中学３年生

目 標 主な行事
子どもたちにつけたい力


